
「オンライン教育⽀援サポーター」
運営におけるSlack利⽤
⼤学総合教育研究センター 鈴⽊亘



⼤学総合教育研究センター（⼤総センター）と
オンライン教育⽀援サポーター（OES）

u ⼤総センター︓
u 東⼤全体の教育の質向上・その⽀援を⾏う全学的機関
u 語学教育推進（ALESS/ALESA、FLOW、TLP）
u ファカルティ・ディベロップメント（FD）
u 教育オンライン化⽀援

u MOOC、東⼤OCW、東⼤TV、utelecon……

u OES︓オンライン化⽀援業務の学⽣サポーター
u utelecon内の記事作成・更新・英訳、東⼤OCW等の著作権処理…
u 基本的にオンラインで勤務
u 詳しくは「オンライン教育⽀援サポーターについて」を参照
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https://www.he.u-tokyo.ac.jp/
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/
https://utelecon.adm.u-tokyo.ac.jp/about/oes


OESで使⽤しているツール

u Googleドライブ︓ファイル共有・管理
u Googleドキュメント︓議事録、⽂書
u Zoom︓ミーティング
u Slack︓業務連絡、勤怠管理、⽇程調整等

u 有料プランを使⽤しています
u （Trello︓進捗管理）

u オンライン勤務のため、ツール使⽤が重要
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OESでのSlack利⽤の基本情報
u メンバー数︓93⼈（休⽌中メンバー含む）

u うち教職員16⼈、その他関係者7⼈
u 利⽤期間︓2021年1⽉〜（OES発⾜時から）
u 総メッセージ数︓52328（9/26現在）

u 雑に平均すると1⽇あたり約80件
u 主なチャンネル︓

u #general︓全体連絡、全体ミーティングの⽇程調整など
u #adm-勤務報告︓勤怠管理アプリと連動し、出退勤情報が

⾃動で記録される
u 各グループの活動ごとに（#gr-english, #gr-oer_copyrightなど）

u 活動ごと、トピックごとにチャンネルを分ける⽅針
u 現在の総チャンネル数は57（アーカイブ・削除済み除く）
u general等は除き、⾃分が関係のあるチャンネルにのみ加⼊
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運⽤⽅針（明⽂化されたものも、されていないものも）

u 活動ごと、トピックごとにチャンネルを分ける
u 例えば、英訳グループのメインチャンネルは
#gr-englishだが、英訳にあたっての質問・議論
は#gr-english-discussion、英訳案件の授受は
#gr-english-order、といったように

u ⼀つのチャンネルで複数のメイントピックが
並⾛しないようにする⽅針

u デメリットとしては、チャンネル数が多くなる
u チャンネル数を抑えてその代わりに⼀つのチャンネル
で扱うトピックを増やす、というポリシーもありえる

u （好みではあると思います）
u チャンネルを作成する際に、命名規則を設ける
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運⽤⽅針（明⽂化されたものも、されていないものも）

u 個⼈情報に関すること以外は、些末なものも気軽に投稿
u 質問は同じことを何度も訊いてよく、チャンネルを間違えても誰かが
適切にガイドしてくれる

u なるべく気軽に質問や報告ができる環境にしているつもり
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応⽤的Slack利⽤
u ユーザーグループの活⽤

u @faculty（教職員）、@supporters（サポーター全体）、
@utelecon_update（情報更新グループ）など

u Simple Pollアプリを
連携させ、アンケート
を実施
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応⽤的Slack利⽤
u ワークフロービルダーを利⽤し、案件の授受を⾃動化
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応⽤的Slack利⽤

※アプリ連携、ワークフロービルダーについては
https://slack.com/intl/ja-jp/help/categories/360000047926を参照
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https://slack.com/intl/ja-jp/help/categories/360000047926


応⽤的Slack利⽤
u 勤怠管理アプリを作成し、連携（連携アプリはメニュー最下部に表

⽰されます）
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応⽤的Slack利⽤
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応⽤的Slack利⽤
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u 学⽣の勤怠情報はスプレッドシー
トに⾃動記録され、⽉末ごとに総
勤務時間を簡単に出⼒できます

u こちらの勤務報告アプリは元OES
の岩⽥⾵多さん（当時理科2類、
現・教養学部学際科学科総合情報
学コース3年）が作成してください
ました

u 学⽣の⽅がSlack等のツールに習熟
しているケースも多く、いろいろ
なアイディアを提出してくれます


